
❽

全
国
か
ら
３
５
１
点
の
応
募

が
あ
り
、
菊
池
川
流
域
日
本
遺

産
協
議
会
で
次
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。
作
者
は
菊
池
市
在

住
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
緒お

方が
た

徹と
お
る

さ
ん

（
54
）で
す
。
緒
方
さ
ん
は
「
流

域
の
『
ス
ト
ー
リ
ー
』に
焦
点

を
当
て
、
川
と
時
間
の
流
れ
を

絵
巻
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
を
日

本
昔
話
風
に
表
現
す
る
こ
と

で
、
多
様
な
要
素
が
こ
の
流
域

に
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
表
し

て
い
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
定

条
里
跡
（
玉
名
市
）

鞠
智
城
跡

ロゴマーク

川
本
流
沿
い
の
平
地
、
ま
た
そ
の

支
流
で
あ
る
山
鹿
市
の
上
内
田
川

や
岩
野
川
沿
い
の
平
地
、
さ
ら
に

下
流
の
玉
名
平
野
の
菊
池
川
沿
い

の
平
地
が
条
里
跡
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
も
、
上
内
田
川
流
域
と

玉
名
平
野
に
は
、
条
里
制
当
時
の

区
画（
一
辺
約
１
０
９
㍍
の
区
画
）

が
そ
の
ま
ま
残
り
、
い
わ
ば
「
千

年
以
上
の
田
園
風
景
」が
続
い
て

い
る
の
で
す
。

ち
な
み
に
、
条
里
制
に
よ
り
土

地
の
場
所
が
、
例
え
ば
「
四
条

五
里
九
坪
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
で
も
、
山
鹿

市
鹿
本
町
や
鹿
央
町
な
ど
に
は

「
三さ

ん

十じ
ゅ
う

六ろ
く

」な
ど
と
い
う
数
字
の

地
名
が
あ
り
、
条
里
制
か
ら
の
呼

び
方
が
残
っ
て
い
ま
す
。

鞠
智
城
跡

　
鞠
智
城
跡
は
東
ア
ジ
ア
情
勢
が

緊
迫
し
た
７
世
紀
後
半
に
、唐と

う（
中

国
）や
新し

ら
ぎ羅
（
朝
鮮
）か
ら
の
攻

平
地
に
田
を
拓ひ

ら

く

（
条じ

ょ
う

里り

跡
、
鞠き

く

智ち

城じ
ょ
う

跡
）

条
里
跡

７
世
紀
以
降
、
日
本
の
政
治
は

天
皇
中
心
の
仕
組
み
と
な
り
ま

す
。
当
時
の
政
府
は
、
国
中
の
土

地
を
同
じ
広
さ
で
碁
盤
の
目
の
よ

う
な
正
方
形
に
区
分
け
し
ま
し

た
。
こ
の
土
地
区
画
法
を
条
里
制

と
い
い
ま
す
。
ま
ず
、
全
国
を
約

60
の
国
に
分
け
、
さ
ら
に
国
を
郡

に
分
け
ま
し
た
。
そ
し
て
郡
を
６

町
（
約
６
５
４
㍍
）
間
隔
で
縦
横

に
区
切
り
、縦（
南
北
）の
列
を
条
、

横
（
東
西
）の
列
を
里
と
し
ま
し

た
。そ
の
一
区
画
を「
里
」と
呼
び
、

そ
れ
を
さ
ら
に
一
辺
が
１
町
（
約

１
０
９
㍍
）の
36
の
正
方
形
に
区

切
り
、そ
れ
を「
坪
」と
し
ま
し
た
。

菊
池
川
流
域
の
平
地
部
分
も
同

様
に
条
里
制
で
区
分
け
さ
れ
ま
し

た
。
県
教
育
委
員
会
の
調
査
に
よ

る
と
、
菊
池
市
と
山
鹿
市
の
菊
池

撃
に
備
え
て
築
か
れ
た
古
代
山
城

の
跡
で
す
。
山
鹿
市
と
菊
池
市
の

境
と
な
る
米よ

な

原ば
る

台
地
上
に
あ
り
、

現
在
約
65
㌶
が
国
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
県
教
育
委
員
会
が
中

心
と
な
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
、
城
門
や
建
物
の
跡
、
貯
水
池

の
跡
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
稲
を
納
め
た
こ
と
を
示
す

木も
っ
か
ん簡
や
、
百く

だ
ら済
と
の
関
連
を
示
す

仏
像
や
瓦
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
城
の
周
り
は
谷
が
入
り
組

ん
だ
複
雑
な
地
形
で
す
が
、
西
側

の
平
地
に
は
上
内
田
川
流
域
条
里

跡
が
広
が
り
ま
す
。
米
が
得
や
す

く
、
守
り
や
す
い
土
地
で
あ
っ
た

た
め
こ
の
地
に
城
が
築
か
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

現
在
一
帯
は
歴
史
公
園
と
し
て

整
備
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
が
訪

れ
て
い
ま
す
。

（
担
当
：
山
鹿
市
社
会
教
育
課
）

九
州
新
幹
線

九州自動車道

鹿児島本線

竜門ダム

③

②
①

②
菊池川

菊池市

山鹿市

和水町

玉名市

387

387

325

325

3

1

③

①
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月
か
ら
、
Ｂ
地
区
と
Ｄ
地
区
の
調

査
に
入
り
ま
し
た
。
先
月
号
で
、

公
園
の
様
な
東
側
区
画
と
表
現
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
か
つ
て
、
こ
こ
も
杉
の
植

林
地
で
し
た
が
、
近
年
の
台
風
で
多
く
の
倒

木
が
あ
り
、
尾
根
が
露
呈
し
た
状
態
に
な
り

ま
し
た
。
Ｃ
〜
Ｈ
地
区
と
違
い
、
こ
の
範
囲

は
、
細
部
に
亘
っ
て
造
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
Ｂ
地
区
〕
鋭
角
三
角
形
の
尾
根
筋
で
す
。 

北
東
端
の
小
高
台
は
、
尾
根
の
削
り
残
し
で
、

高た
か

城じ
ょ
うと
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
周
縁
部
の
崖
面

は
、
凝
ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

が
急
峻
に
削
り
出
さ
れ
て
、
際

立
っ
て
い
ま
す
。
南
壁
面
の
高
さ
３・９
ｍ
。

Ｂ
―
１
…
最
高
所
は
、
62・６
ｍ
、
南
東
下

に
大お
お

田た

黒ぐ
ろ

橋
（
和わ

仁に

川
に
架
か
る
橋
）
と
の

高
低
差
は
42・８
ｍ
。
規
模
は
、
10
×
７・５

〜
３・５
ｍ
。
非
常
に
狭
く
、
山
神
な
ど
を

祀
っ
た
神
聖
な
所
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｂ
―
２
…
Ｂ
―
１
の
北
東
下
に
位
置
し
、
高

低
差
は
０・５
ｍ
。
規
模
は
、
９
×
７・５
〜

３
・
５
ｍ
。
高
城
の
上
が
り
口
に
な
り
ま
す
。

Ｂ
―
３
…
Ｂ
―
２
の
東
下
に
位
置
し
、
高
低

差
は
１
・
８
ｍ
。
規
模
は
16
×
９
ｍ
。

Ｂ
―
４
…
Ｂ
―
１
〜
３
の
南
西
下
に
位
置
し

ま
す
。
規
模
は
、
Ｂ
―
４
―
①
で
43
ｍ
、
先

端
部
は
、
完
全
に
す
ぼ
ま
り
ま
す
。

Ｂ
―
５
…
Ｂ
―
４
―
①
の
北
西
下
に
位
置
し
ま

す
。
高
低
差
は
、
43
・
５
ｍ
×
５・０
〜
２・５

ｍ
。
北
西
下
の
Ｂ
―
６
と
の
高
低
差
は
４・
１

ｍ
。
こ
の
崖
面
も
急
峻
に
削
り
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

〔
Ｄ
地
区
〕
Ｂ
―
１
の
南
南
東
に
位
置
し
、

両
地
区
の
直
線
距
離
は
60
ｍ
。
縄な
わ

張ば

り
の
状

態
か
ら
、
実
用
的
な
区
画
と
判
断
し
て
い
ま

す
。

Ｄ
―
１
…
最
高
所
の
標
高
は
、
64
・
６
ｍ
。　

隅
丸
の
三
角
形
で
、
規
模
は
15
×
11・５
ｍ
。

Ｄ
―
２
…
Ｄ
―
１
の
外
枠
で
、
高
低
差
は

１・３
ｍ
。
規
模
は
30
×
23
ｍ
。
広
い
区
画
で

す
。

Ｄ
―
３
…
Ｄ
―
２
の
南
下
に
位
置
し
ま
す
。

高
低
差
は
４・４
ｍ
も
あ
り
ま
す
。
崖
面
は

凝
灰
岩
で
、
Ｂ
地
区
と
同
様
に
、
47
×
12
〜

５
ｍ
。
Ｄ
地
区
に
は
、
建
物
の
存
在
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

〔
付
記
〕
Ｃ
〜
Ｈ
地
区
は
、
尾
根
を
大
規
模

に
荒
々
し
く
造
成
し
て
あ
り
ま
す
。
有
事
の

際
は
、
こ
こ
で
背
水
の
陣
を
敷
き
、
敵
方
を

迎
え
討
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
、
こ
れ
に
対

し
て
、
穏
や
か
な
造
り
の
Ｂ
地
区
は
、
平
時

に
お
け
る
城
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
区
画
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

Ｂ－４よりＢ－１（高城）を見る
（凝灰岩の削り出し）

Ｂ・Ｄ地区周辺図

神尾城跡周辺地形図

２

大 
田 

幸 

博

（
元・菊
水
町
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
）

か
み

お

じ
ょ
う

あ
と

歴
史
調
査
の
楽
し
み
方
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